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一般国道５３号 岡山北バイパス



道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 一般国道53号 岡山北バイパス 事業 一般国道 事業 国土交通省
おかやまきた

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：岡山県岡山市北区津島 延長 １０.５km
おかやま きた つ し ま

至：岡山県岡山市北区御津中山
おかやま きた み つ なかやま

事業概要

一般国道53号は、岡山県岡山市から鳥取県鳥取市に至る延長約150kmの主要幹線道路である。
おかやま とつとり

岡山北バイパスは、岡山県岡山市北区津島から岡山市北区御津中山に至る延長10.5kmのバイパス整備事業で
おかやまきた

ある。
事業の目的・必要性

事業目的は、岡山市中心部と山陽自動車道岡山I.C.や岡山空港を結ぶアクセス道路としての周辺地域の連携
強化、国道53号の交通混雑の緩和、安全性の確保である。
事業概要図

事 事業期間 事 業 化 年 度 Ｓ４９年度 用 地 着 手 Ｓ５５年度 供用年 (当初) - / Ｈ29年度 変
業 都 市 計 画 決 定 S32/S50/H元 工 事 着 手 Ｓ６１年度 (暫定/完成) (実績) Ｈ24年度 / - 動 ― 倍
の 事業費 計画時 (名目値) - / 約590億円 実 績 (名目値) 約487億円 / - 変
効 (暫定/完成) (実質値) - / 約582億円 (暫定/完成) (実質値) 約447億円 / - 動 ― 倍
果 交通量 計画時 実 績 変
等 (当該路線) (暫定/完成) 20,700～63,500台／日/ - (暫定/完成) 20,300～42,500 台/日 / - 動 66.9～98.1％

旅行速度向上 23.9 → 42.6 km/h 交通事故減少 62 → 27 件/年
(現道→当該路線) (供用前年次)Ｈ２年 (供用後年次)Ｈ２７年 (現道→現道) (事業中年次)S６３年 (供用後年次)Ｈ２７年
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 934億円 総便益 4,704億円 基準年
分 析 結 果 ５．０ 事 業 費： 814億円 走行時間短縮便益： 4,338億円 Ｈ１５年
（当初） 維持管理費： 120億円 走行経費減少便益： 285億円

交通事故減少便益： 81億円
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,226億円 総便益 4,318億円 基準年
分析 事 業 費： 1,152億円 走行時間短縮便益： 4,056億円
結果（事後） ３．５ 維持管理費： 74億円 走行経費減少便益： 248億円 Ｈ２９年

交通事故減少便益： 14億円
事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円
事業遅延の理由

特になし
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事 客観的評価指標に対応する事後評価項目
業 ①円滑なモビリティの確保
の ・渋滞損失時間が削減した【削減時間:4,201.1千人･時間/年】

効 ・岡山駅から岡山空港への所要時間が短縮した【岡山駅～岡山空港:約36分→約26分】

果 ②国土・地域ネットワークの構築

等 ・地域高規格道路「空港津山道路」の一部として位置づけ

③災害への備え

・緊急輸送道路ネットワークの信頼性が向上した

④地球環境の保全

・CO2排出量が削減した【削減量:約11.6千t/年、2,567.5千t/年→2,555.9千t/年】
⑤生活環境の改善・保全

・NOX排出量が削減した【削減量:約26.1t/年、6,384.5t/年→6,358.4t/年】

・SPM排出量が削減した【削減量:約1.7t/年、332.8t/年→331.1t/年】

⑥その他

・H5.3山陽自動車道岡山IC供用以降、岡山ICへのアクセス道路として機能する

他１項目に該当
その他評価すべきと判断した項目

特になし

事 環境影響評価に対応する項目
業 環境影響評価の対象外事業である。
に
よ その他評価すべきと判断した項目
る 特になし
環
境
の
変
化

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・岡山県岡山市の人口は昭和50年から平成27年まで増加【S50：555千人→H27：719千人】

・岡山県岡山市の自動車保有台数は、平成2年から平成27年まで増加【H2：352千台→H27：517千台】

・岡山ICが平成5年3月に開設、山陽道が平成9年12月までに開通、岡山空港へのアクセス道である県道岡山賀

陽線が平成8年3月に開通

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・岡山北バイパスは早期に効果発現させるため、暫定整備を行った。この整備により、死傷事故件数の減少、
拠点アクセス性の向上、物流活動の支援、救急医療の支援など、事業目的に見合った事業効果の発現が確認
されていることから、今後の事後評価の必要性はないと考える。

・岡山北バイパスの整備により一定の効果は得られているものの、起点部の渋滞が発生している交差点におい
ては、交差点改良等の必要な対策を進めていく。なお、暫定開通となっている区間の４車線化、６車線化に
ついては、今後の沿線開発や交通状況等を踏まえて検討する。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・本線整備に合わせて県道などアクセス道路を整備することにより、岡山市中心部から岡山空港へのアクセス
性を向上させた。今後も、地域の主要な拠点へのアクセス性を向上させるためには、県・市など関係機関と
調整し、本線とアクセス道路の一体的な整備が必要である。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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月

暫
定

4
車

線
開

通
平

成
8
年

3
月

暫
定

2
車

線
開

通

平
成

1
3年

1
2月

完
成

4
車

線
開

通

平
成

8
年

3
月

暫
定
2
車

線
開

通
平

成
1
0年

1
0月

暫
定
2
車

線
開

通

E2

凡
例

高
速
道
路

国
道

主
要
地
方
道

一
般
県
道

そ
の
他
道
路

岡 山 市 北 区 首 部

至
兵
庫
県

辛 香 ト ン ネ ル

首 部 大 橋

津 島 高 架 橋

大 岩 高 架 橋

田 益 大 橋

田 益 高 架 橋

田 益 第 2 高 架 橋

片 山 高 架 橋

菱 谷 高 架 橋

一 の 瀬 大 橋

吉 宗 橋
管 野 高 架 橋

首 部 高 架 橋

津 高 大 橋

津 高 高 架 橋

岡
⼭

IC

- 6 -



一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

３
．
費

用
対

効
果

分
析

の
算

定
基

礎
と
な
っ
た
要

因
の

変
化

当
初

・
再

評
価

（
Ｈ
１
５
再
評
価
）

実
績

事
業

延
長

延
長

1
0
.5
km

延
長

1
0
.5
km

道
路
構
造

完
成
４
～
６
車
線

暫
定
２
～
４
車
線
、
完
成
４
車
線

総
事
業
費

約
５
９
０
億
円

約
４
８
７
億
円

交
通

量
2
0
,7
0
0
～

6
3
,5
0
0
台

/
日

（
H
1
1
交
通
量
調
査
に
基
づ
く
H
4
2
推
計
）

2
0
,3
0
0
～

4
2
,5
0
0
台

/
日

※
H
2
7

実
績

値

事
業

期
間

昭
和

4
9
年

度
～

平
成

2
9
年

度
（
4
3
年

間
）

昭
和

4
9
年

度
～

平
成

2
4
年

度
（
3
8
年

間
）

- 7 -



一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

35
2 

42
0 

45
8 

48
7 

49
2 

51
7 

1.
00

 
1.

19
 

1.
30

 
1.

38
 

1.
40

 
1.

47
 

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

H
2

H
7

H
12

H
17

H
22

H
27

⾃
動

⾞
保

有
台

数
（

千
台

）
変

化

55
5 

59
0 

61
9 

64
0 

66
3 

67
4 

69
6 

71
0 

71
9 

1.
00

 
1.

06
 

1.
12

 
1.

15
 

1.
20

 
1.

21
 

1.
25

 
1.

28
 

1.
30

 

0.
0

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S5
0

S5
5

S6
0

H2
H7

H1
2

H1
7

H2
2

H2
7

沿
線

⼈
⼝

沿
線

（
伸

び
率

）
岡

⼭
県

（
伸

び
率

）
中

国
地

⽅
（

伸
び

率
）

（
）

10
2

18
9

22
4

19
1

20
0

23
2

24
9

20
4

18
6

18
9

18
9

22
9

22
9

47
17

0
26

0
31

4
41

3
39

1
42

5
29

6
37

4
44

5
50

3

60
2

62
0

65
4

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S4
3

S5
2

S5
5

S5
8

S6
0

S6
3

H2
H6

H9
H1

1
H1

7
H2

2
H2

7

百４
．
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化

・
岡
山
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
自
動
車
保
有
台
数
の
伸
び
率
は
近
年
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
状
況
。

・
昭

和
6
3
年

の
一

部
開

通
か
ら
岡

山
北

バ
イ
パ
ス
へ
交

通
量

が
転

換
、
増

加
傾

向
に
あ
る
。

■
人

口
の

推
移

■
自

動
車

保
有

台
数

の
推

移

■
交

通
量

の
推

移
資

料
：
自

動
車

保
有

台
数

沿
線

｜
岡

山
県

統
計
年
報

中
国

地
方

・
都

道
府

県
｜

都
道

府
県

別
・
車

種
別

保
有

台
数

表
（
（
一

財
）
自

動
車

検
査

登
録

情
報

協
会

）
注

)沿
線

：
岡

山
市

(旧
市

町
村

含
む
)

資
料

：
国

勢
調

査
(岡

山
市

)
注

)沿
線

：
岡

山
市

(旧
市

町
村

含
む
)

旧
道

部
バ
イ
パ
ス
部

資
料

：
S
4
3
～

H
2
7

交
通

量
調

査

●
津

高
付
近

の
交

通
量

（
百

台
/
日

）

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ４ 車

( 津 高 高 架 橋 ３ 車) 開 通→

Ｈ 3 ・ 3 伊 島 町 ～ 首 部 ２ 、 ４ 車 開 通→

Ｈ 5 ・ 3 津 高 ～ 横 井 上 ４ 車 開 通→

Ｈ 8 ・ 3 横 井 上 ～ 栢 谷 ２ 車 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

栢 谷 ～ 吉 宗 ２ 車 開 通→

Ｓ 6
3

・ 3 首 部 ～ 津 高 ２ 車 開 通→

Ｓ 4
9

事 業 着 手( 津 島 ～ 横 井 上)→

Ｓ 6
2

事 業 着 手( 横 井 上 ～ 御 津 中 山)→

※
旧

道
部
の
交
通
量

H
11

-H
17

は
、

H
13

交
通

量
調

査
結

果
を
適

用
H

22
-H

27
は

、
H

25
交

通
量

調
査
結

果
を
適

用
※

調
査

位
置
断
面
は

P.
7に

示
す

断
面

B-
B’

Ｓ 4
9

事 業 着 手( 津 島 ～ 横 井 上)→

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ４ 車

( 津 高 高 架 橋 ３ 車) 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

栢 谷 ～ 吉 宗 ２ 車 開 通→

Ｈ 8 ・ 3 横 井 上 ～ 栢 谷 ２ 車 開 通→

Ｈ 3 ・ 3 伊 島 町 ～ 首 部 ２ 、 ４ 車 開 通→

Ｈ 5 ・ 3 津 高 ～ 横 井 上 ４ 車 開 通→

Ｓ 6
3

・ 3 首 部 ～ 津 高 ２ 車 開 通→

Ｓ 6
2

事 業 着 手( 横 井 上 ～ 御 津 中 山)→

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ４ 車

( 津 高 高 架 橋 ３ 車) 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

栢 谷 ～ 吉 宗 ２ 車 開 通→

Ｈ 8 ・ 3 横 井 上 ～ 栢 谷 ２ 車 開 通→

Ｈ 3 ・ 3 伊 島 町 ～ 津 島 京 町 ２ 、 ４ 車 開 通→

Ｈ 5 ・ 3 津 高 ～ 横 井 上 ４ 車 開 通→

沿
線

⼈
⼝

(千
⼈

)

沿
線

⾃
動

⾞
保

有
台

数
沿

線
（

伸
び

率
）

岡
⼭

県
（

伸
び

率
）

中
国

地
⽅

（
伸

び
率

）

Ｈ 1
3

・ 1
2 4 車 （ 横 井 上 ～ 田 益 ） 開 通→

Ｈ 1
3

・ 1
2 4 車 （ 横 井 上 ～ 田 益 ） 開 通→

伸
率

（
S5

0=
1.

0）

伸
率

（
H

2=
1.

0）
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一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

≪
整
備
効
果
≫

整
備

効
果

②
：

安
全

・
安

心
の

確
保

整
備

効
果

①
：

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保

整
備

効
果

③
：

地
域

活
性

化
の

支
援

整
備

効
果

④
：

岡
山

空
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

- 9 -



一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

23
2

24
9

20
4

18
6

18
9

18
9

22
9

22
9

47
17

0
26

0
31

4
41
3

39
1

42
5

29
6

37
4

44
5

50
3

60
2

62
0

65
4

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S6
3

H
2

H6
H9

H
11

H
17

H
22

H2
7

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備

効
果

①
円

滑
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

確
保

・
市

内
中

心
部

へ
の
出

入
口

と
な
る
路

線
で
あ
り
、
交

通
量

は
増

加
傾

向
に
あ
る
。

・
岡

山
北

バ
イ
パ
ス
の
整

備
後

は
、
旧

国
道

5
3
号

の
主

要
渋

滞
ポ
イ
ン
ト
は
解

消
し
て
い
る
も
の
の
、
伊

島
北

町
交

差
点

等
で
は
主

要
渋

滞
箇

所
が
依

然
と
し
て
発

生
し
て
お
り
、
引

き
続

き
渋

滞
対

策
等

の
必

要
な
対

策
を
進

め
て
い
く
。

至
津

山
市

岡 山 市 北 区 津 島

お か や ま し き た く つ し ま

岡 山 市 北 区 伊 島 町

お か や ま し き た く い し ま ち ょ う

岡 山 市 北 区 津 島 京 町

お か や ま し き た く つ し ま き ょ う ま ち

岡 山 市 北 区 首 部

お か や ま し き た く こ う べ

岡 山 市 北 区 津 高

お か や ま し き た く つ だ か

岡 山 市 北 区 横 井 上

お か や ま し き た く よ こ い か み

岡 山 市 北 区 田 益

お か や ま し き た く た ま す

岡 山 市 北 区 栢 谷

お か や ま し き た く か い だ に

岡 山 市 北 区 吉 宗

お か や ま し き た く よ し む ね

岡 山 市 北 区 御 津 中 山

お か や ま し き た く み つ な か や ま

L
=
0
.
4
k
m

L
=
0
.
9
k
m

L
=
0
.
6
k
m

L
=
1
.
4
k
m

L
=
0
.
9
k
m

L
=
0
.
7
k
m

L
=
2
.
5
k
m

L
=
1
.
3
k
m

L
=
1
.
8
k
m

H
5.
1
2

完
成
開
通

（
4
/
4
）

H
13
.
7暫

定
開
通
（
4/
6）

※
津
高
高

架
橋
部

は
下
り

１
車

線

H
2
4
.
8
津
高
高
架
橋
4車

線
化

H
8.
3

暫
定
開
通

（
2
/
4
）

現
道
（
2/
4）

H
13
.
12

完
成
開
通

（
4
/
4
）

H
13
.
7

完
成

開
通

（
4
/
4
）

H
10
.
10

暫
定
開
通

（
2
/
4
）

H
3.
3

完
成

開
通

（
4
/
4
）

H
5.
3

暫
定
開
通

（
4
/
6
）

至
岡
山
空
港

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

L
=
1
0
.
5
ｋ
ｍ

至
兵

庫
県

横 井 上※

吉 宗※

伊 島 北 町

B
’

B

C
’

C

D
’

D

23
2

14
7

16
0

18
1

59
59

59
59

17
0

22
4

21
5

20
3

22
9

28
2

27
4

26
2

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S6
3

H
2

H6
H
9

H1
1

H
17

H2
2

H2
7

23
2

24
7

25
3

18
4

18
9

18
9

18
9

18
9

13
1

24
2

33
8

34
3

34
2

31
6

43
1

52
7

53
1

53
0

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S6
3

H
2

H6
H
9

H1
1

H
17

H2
2

H
27

23
2

33
0

25
2

21
8

21
9

21
9

21
9

21
9

17
5

25
5

27
9

33
1

39
1

42
5

42
7

47
2

49
8

55
0

60
9

64
4

0

20
0

40
0

60
0

80
0

S6
3

H
2

H6
H
9

H1
1

H
17

H2
2

H
27

●
津
島
京
町
付

近
の
交
通
量
(断

面
A
-
A
’
)

●
津
高
付
近
の
交
通
量
(断

面
B
-
B
’
)

●
田
益
付
近
の
交
通
量
(断

面
C
-
C
’
)

●
吉
宗
付
近
の
交
通
量
(断

面
D
-
D
’
)

Ｈ 5 ・ 3 ４ 車 開 通→

Ｓ 6
3

・ 3 ２ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 ４ 車 開 通→

Ｈ 8 ・ 3 ２ 車 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

２ 車 開 通→

バ
イ
パ
ス
部

旧
道
部

※
H

22
、

H
27

の
旧

道
部

は
H

25
交

通
実

態
調
査
結
果
を
適
用

資
料

：
S6

3～
H

27
交

通
量

調
査

※
H

11
-H

27
の

旧
道

部
は

H
13

 (
B-

B’
断

面
の

み
H

13
、

H
25

)交
通
量

調
査
結

果
を
適

用
※

交
通

量
断
面

位
置
は

調
査
単

位
区
間

に
も
と

づ
く
お

お
よ
そ

の
位
置

を
記
載

旧
国
道

53
号
横
井
上
の
混
雑
解
消
の
状
況

【
写
真
①
整
備
前
】
横
井
上
交
差
点
付
近

【
写
真
②
整
備
後
】
横
井
上
交
差
点
付
近

津 島 京 町

首 部 橋 西

※
横
井
上
、
吉
宗
は
調
査
当
時
の
交
差
点
名

至 岡 山 市 街

E2

Ｈ 1
3

・ 1
2 4 車 （ 横 井 上 ～ 田 益 ） 開 通→

凡
例

高
速
道
路

国
道

主
要
地
方
道

一
般
県
道

そ
の
他
道
路

主
要
渋
滞
箇
所

主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
（
解
消
）

交
差
点

津 島

至
広
島
県

至
総

社
市

H
2
9
.1
1撮

影

S
6
0
頃

撮
影

首 部 大 橋

津 島 高 架 橋

大 岩 高 架 橋

田 益 大 橋

田 益 高 架 橋

田 益 第 2 高 架 橋

片 山 高 架 橋

菱 谷 高 架 橋

一 の 瀬 大 橋

吉 宗 橋

管 野 高 架 橋

首 部 高 架 橋

津 高 大 橋

津 高 高 架 橋

辛 香 ト ン ネ ル

岡
⼭

IC

主
要

渋
滞
箇

所
（

渋
滞

発
生

）

主
要
渋
滞

ポ
イ
ン
ト
解
消

商 大 入 口

笹 ヶ 瀬

A
’

A
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一
般

国
道

5
3
号

岡
山

北
バ

イ
パ

ス

6
2

2
7

3
7
6

6
6

1
0
3

0306090

05010
0

15
0

開
通

前
S6
3

4車
線

開
通

後
H
27

▼
死

傷
事

故
件

数
及

び
死

傷
事

故
率

の
変

化
死
傷
事
故
率

（
件

/億
台
キ
ロ
）

死
傷
事
故
件
数

（
件
）

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

死
傷

事
故

率
が

4
割

減
少

53

941

0102030405060

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果

②
安
全
・
安
心
の

確
保

バ
イ
パ
ス
整
備
後
の
交
通
状
況

【
写
真
①
】
岡
山
北
バ
イ
パ
ス
区
間

【
写
真
②
】
旧
国
道

53
号
区
間

H
2
9
.1
1撮

影

・
バ
イ
パ
ス
開

通
に
よ
り
死

傷
事

故
件

数
は
増

加
し
て
い
る
も
の
の
交

通
量

増
加

に
よ
っ
て
死

傷
事

故
率

と
し
て
は
減

少
傾

向
に
あ
る
。

・
旧

国
道

5
3
号

は
沿

線
に
小

学
校

２
校

（
約

1
,7
0
0
人

）
、
中

学
校

２
校

（
約

1
,3
0
0
人

）
が
あ
り
、
通

学
路

と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

・
岡

山
北

バ
イ
パ
ス
の
整

備
に
よ
る
交

通
転

換
に
よ
り
、
旧

国
道

5
3
号

に
お
け
る
通

学
路

の
安

全
性

が
確

保
。

■
死

傷
事

故
○

開
通

前
S
6
3
交

通
量

調
査

○
開

通
後

岡
山

西
警

察
署

提
供

資
料

Ｈ 1
0

・ 1
0

バ イ パ ス 部 全 線 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ４ 車 開 通→

至
兵
庫
県

至
津

山
市

岡 山 市 北 区 津 島

お か や ま し き た く つ し ま

岡 山 市 北 区 御 津 中 山

お か や ま し き た く み つ な か や ま

L
=
0
.
4
k
m

L
=
0
.
9
k
m

L
=
0
.
6
k
m

L
=
1
.
4
k
m

L
=
0
.
9
k
m

L
=
0
.
7
k
m

L
=
2
.
5
k
m

L
=
1
.
3
k
m

L
=
1
.
8
k
m

H
5.
1
2

完
成
開
通

（
4
/
4
）

H
13
.
7暫

定
開
通
（
4/
6）

※
津
高
高

架
橋
部

は
下
り

１
車
線

H
2
4
.
8
津
高
高
架
橋
4車

線
化

H
8.
3

暫
定
開
通

（
2
/
4
）

現
道
（
2/
4）

H
13
.
12

完
成
開
通

（
4
/
4
）

H
13
.
7

完
成

開
通

（
4
/
4
）

H
10
.
10

暫
定
開
通

（
2
/
4
）

H
3.
3

完
成
開
通

（
4
/
4
）

H
5.
3

暫
定
開
通

（
4
/
6
）

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

津
島

津
島

京
町

岡
山

IC
南

吉
宗

E2

死
傷
事
故
件
数
集
計
範
囲
：
旧
国
道

5
3
号

伊
島

北
町

至
広

島
県

首
部

橋
西

至
総
社

市
至
岡
山
空
港

至 岡 山 市 街

文
文

文

凡
例

高
速
道
路

国
道

主
要
地
方
道

一
般
県
道

そ
の
他
道
路

通
学
路

交
差
点

小
学
校
・
中
学
校

文

H
2
9
.1
1撮

影

京
山
中

香
和

中

横
井

小
文

津
島
小

大
型

車
交

通
量

の
変

化

■
大

型
車

交
通

量
○

開
通

前
：
S
6
3
交

通
量

調
査

（
昼

夜
率
を
適

用
）

○
開

通
後

：
H
2
7
交
通

量
調
査

、
H
2
5
交

通
実

態
調
査

※
集
計
断
面
は
津
高
付
近
の
交
通
量
を
適
用

開
通
前

(S
63

)
開
通
後

(H
27

)

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

旧
国
道
5
3
号

旧
道

は
大

幅
減

少

首 部 大 橋

津 島 高 架 橋

大 岩 高 架 橋

田 益 大 橋

田 益 高 架 橋

田 益 第 2 高 架 橋

片 山 高 架 橋

菱 谷 高 架 橋

一 の 瀬 大 橋

吉 宗 橋

管 野 高 架 橋

首 部 高 架 橋

津 高 大 橋

津 高 高 架 橋

辛 香 ト ン ネ ル

4
7
.7

8
2
.7

死
傷
事
故
件

数
（
岡
山
北
B
P
）

死
傷

事
故
件

数
（
旧
国
道
5
3
号
）

死
傷
事
故
率

（
岡
山
北
B
P
+
旧
国
道
5
3号

）

岡
⼭

IC

（
百
台

/日
）
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一
般

国
道

5
3
号

岡
山

北
バ

イ
パ

ス

44
8 

45
5 

46
3 

46
6 

46
7 

6,
63
3 

6,
74
4 

6,
96
2 

7,
09
6 

7,
19
5 

5,
60

0

6,
40

0

7,
20

0

8,
00

0

35
0

40
0

45
0

50
0

H
8

H1
2

H1
7

H2
2

H2
7

沿
線

地
区

の
⼈

⼝
（

百
⼈

）
岡

⼭
市

⼈
⼝

（
百

⼈
）

44
8 

45
5 

46
3 

46
6 

46
7 

6,
63
3 

6,
74

4 
6,
96

2 
7,
09

6 
7,
19
5 

5,
60

0

6,
40

0

7,
20

0

8,
00

0

35
0

40
0

45
0

50
0

H8
H
12

H1
7

H2
2

H2
7

沿
線
地
区
の
人
口
推
移

資
料

沿
線
人
口
：
小
学
校
区
・
町
別
住
民
基
本
台
帳
人
口
（
沿
線
地
区
＝
平
津

,横
井

,野
谷

,津
島

,伊
島
学
区
）

注
)H

27
は
岡
山
市
提
供
資
料

岡
山
市

：
国
勢
調
査

注
)H

8は
H

7値
を
適
用

・
岡

山
北

バ
イ
パ
ス
沿

線
地

域
で
は
、
岡

山
市

の
都

市
計

画
に
沿

っ
た
住

宅
地

等
開

発
が
進

み
、
沿

線
人

口
が
増

加
し
て
お
り
、
岡

山
市

全
体

の
人

口
増

加
を
下

支
え
。

・
ま
た
、
住

居
等

が
連

担
し
て
い
る
地

域
の
面

積
が
約

1
.4
倍

増
加

し
て
お
り
、
地

域
活

性
化

に
寄

与
。

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果

③
地
域
活
性
化

の
支
援

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ３ 、 ４ 車 開 通→

Ｈ 8 ・ 3 横 井 上 ～ 栢 谷 ２ 車 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

栢 谷 ～ 吉 宗 ２ 車 開 通→

注
）
住
居
範
囲
は
国
土
地
理
院
の
電
子
国

土
W
e
b
シ
ス
テ
ム
よ
り
確
認

•
旧

国
道

5
3
号

沿
線

に
ス

ー
パ

ー
や

飲
食

店
が

立
地

し
、

住
宅

団
地

も
整

備
さ

れ
て

き
ま

し
た

。

•
周

辺
が

開
発

さ
れ

る
と

と
も

に
、

通
勤

や
買

い
物

等
で

岡
山

市
中

心
部

へ
ア

ク
セ

ス
し

や
す

く
な

っ
た

た
め

、
生

活
利

便
性

が
向

上
し

た
と

感
じ

ま
す

。

利
用
者
の
声

資
料
：
H
2
9
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

岡
山
県
職
員

至
津
山
市

S
5
8
年
住
居
範
囲

3
3
2
h
a

至
岡
山
市
街

整
備
前

津
島
交
差
点

5
3

整
備
後

H
1
9
年
住
居
範
囲

4
6
3
h
a

至
岡
山
市
街

津
島
交
差
点

5
3

岡
⼭

IC

整
備
前
に
比
べ

住
宅
範
囲
が

1.
4倍

に
拡
大

至
津
山
市

至
吉
宗
交
差
点

ス
ー
パ
ー

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

専
門
店

～
Ｈ
８

Ｈ
９
～
Ｈ
１
８

Ｈ
１
９
～

業
態

立
地
時
期

立
地

商
業

施
設

S
5
8
時
点

H
1
9
時
点
（S

5
8
か

ら
の
拡

大
箇

所
）

住
宅
等
立
地
範
囲

沿
線
地
区
人
口

(百
人

)
岡
山
市
人
口

(百
人

)

沿
線
地
区
人
口

岡
山
市
人
口
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一
般

国
道

5
3
号

岡
山

北
バ

イ
パ

ス

39
 

59
 

76
 

66
 

87
 

14
4 

13
7 

14
4 

18

25
30

39
39

56
53

53

0204060

H元
H3

H6
H8

H1
1

H1
4

H2
5

H2
8

05010
0

15
0

整
備

後
約
2
6
分

（
約

1
0
分

短
縮
）

整
備

前
約
3
6
分

岡
⼭

IC

岡
⼭

駅

岡
⼭

空
港

1
8
0

至
兵

庫

至
広

島

至
津

山

・
岡

山
北

バ
イ
パ
ス
と
合

わ
せ
て
県

道
な
ど
ア
ク
セ
ス
道

路
を
整

備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
岡

山
空

港
か
ら
岡

山
駅

の
ア
ク
セ
ス
性

が
向

上
。

・
岡

山
空

港
の
利

用
客

数
は
増

加
傾

向
に
あ
り
、
中

国
地

方
で
第

２
位

の
年

間
１
４
４
万

人
が
利

用
。

・
空

港
利

用
者

が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
航

空
機

の
便

数
が
2
.9
倍

に
増

加
し
、
岡

山
駅

～
岡

山
空

港
の
バ
ス
の
便

数
が
４
倍

に
増

加
。

５
．
事
業
効
果
の
発
現
状
況

整
備
効
果

④
岡
山
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

整
備

前
：

S6
3交

通
量
調

査
（
混

雑
時
旅

行
速
度

調
査
）

開
通

後
：

H
27

交
通
量

調
査
（

混
雑
時

旅
行
速

度
調
査

）
※
市

道
部

を
30

km
/h
と

し
て

計
算

岡 山 空 港

岡 山 駅

約
1
0
分
短
縮

完
成
開
通
後
（
H
2
7
）

空
港
開
港
時
（
S
6
3
）

岡
山
北
バ
イ
パ
ス
経
由

岡 山 西 バ イ パ ス( 街 路 部)
( Ｈ 2

2
年 度 迄 に 開 通)

総 社 ・ 一 宮 バ イ パ ス

( Ｈ 2
7

年 度 開 通)

1
8
0

岡 山 北 バ イ パ ス

S6
3開

港

（
1
7
.4
km

）

（
1
5
.5
km

）

凡
例

高
速
道
路

国
道

主
要
地
方
道

一
般
県
道

そ
の
他
道
路

総
社

・
一

宮
バ

イ
パ

ス
(事

業
中
)

至
玉

野

吉
備

SA
ｽﾏ

ｰﾄ
IC(県

)日
応
寺
栢
谷
線

（
２
車

線
）

旧
国
道
5
3
号
経
由

岡
山
空
港
利
用
客
数

利
⽤

者
数

（
万

⼈
/年

）

▼
岡
山
空
港
～
岡
山
駅
の
時
間
短
縮
効
果

【
利
用
者

数
・
運

航
便
数

】
資

料
：
岡

山
県
（

岡
山
空

港
旅
客

便
利
用

実
績
）

※
運

行
便

数
は

着
陸

回
数
と

し
て
い

る

バ
ス

便
数

（
便

/⽇
）

【
バ
ス
運

行
便
数

】
資

料
：
岡

山
空
港

H
P(
岡
電
・
中

鉄
バ
ス

の
便
数

)、
ヒ
ア
結
果

注
：
リ
ム

ジ
ン
バ

ス
は

H1
5
(開

業
時
)
、
H
2
5、

及
び
現
在

(
H2
9)
の
値

※
H1
5、

H
25
は
中
鉄

バ
ス
ヒ

ア
結
果

よ
り
掲

載
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
便
数

運
行
便
数空
港
定
期
便
数
が
2
.9
倍

空
港
バ
ス
便
数
が
４
倍

Ｈ 2
4

・ 8 津 高 高 架 橋 ４ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 7 津 島 京 町 ～ 津 高 ４ 車 ( 津 高 高 架 橋 ３ 車) 開 通→

Ｓ 6
3

・ 3 岡 山 空 港 開 港→

Ｈ 3 ・ 3 伊 島 町 ～ 首 部

２ 、 ４ 車 開 通→

Ｈ 5 ・ 3 津 高 ～ 横 井 上

４ 車 開 通→
Ｈ 8 ・ 3 横 井 上 ～ 栢 谷

２ 車 開 通→

Ｈ 1
0

・ 1
0

栢 谷 ～ 吉 宗 ２ 車 開 通→

Ｓ 6
3

・ 3 首 部 ～ 津 高

２ 車 開 通→

Ｈ 1
3

・ 1
0

岡 山 空 港 滑 走 路 延 長→

Ｈ 1
3

・ 1
2 4 車 （ 横 井 上 ～ 田 益 ） 開 通→

42

10

19

運
⾏

便
数

(百
便

/年
)

(県
)日

応
寺
栢
谷
線

2
車
線

5
3

(主
)岡

山
賀
陽
線

４
車

線
(年

度
)

約
2
6
分

約
3
6
分

- 13 -



一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

６
.今

後
の
事
後
評
価

の
必
要
性
等

・
本

線
整

備
に
合

わ
せ

て
県

道
な
ど
ア
ク
セ
ス
道

路
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
岡

山
市

中
心

部
か

ら
岡

山
空

港
へ

の

ア
ク
セ
ス
性

を
向

上
さ
せ

た
。
今

後
も
、
地

域
の

主
要

な
拠

点
へ

の
ア
ク
セ
ス
性

を
向

上
さ
せ

る
た
め
に
は

、
県

・
市

な
ど
関

係
機

関
と
調

整
し
、
本

線
と
ア
ク
セ
ス
道

路
の

一
体

的
な
整

備
が

必
要

で
あ
る
。

・
岡

山
北

バ
イ
パ

ス
は

早
期

に
効

果
発

現
さ
せ

る
た
め
、
暫

定
整

備
を
行

っ
た
。
こ
の

整
備

に
よ
り
、
死

傷
事

故
件

数

の
減

少
、
拠

点
ア
ク
セ
ス
性

の
向

上
、
物

流
活

動
の

支
援

、
救

急
医

療
の

支
援

な
ど
、
事

業
目

的
に
見

合
っ
た
事

業

効
果

の
発

現
が

確
認

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

は
な
い
と
考

え
る
。

今
後
の
事
後
評
価
の
必

要
性

改
善
措
置
の
必
要
性

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性

・
岡

山
北

バ
イ
パ

ス
の

整
備

に
よ
り
一

定
の

効
果

は
得

ら
れ

て
い
る
も
の

の
、
起

点
部

の
渋

滞
が

発
生

し
て
い
る
交

差
点

に
お
い
て
は

、
交

差
点

改
良

等
の

必
要

な
対

策
を
進

め
て
い
く
。
な
お
、
暫

定
開

通
と
な
っ
て
い
る
区

間
の

４
車

線
化

、
６
車

線
化

に
つ
い
て
は

、
今

後
の

沿
線

開
発

や
交

通
状

況
等

を
踏

ま
え
て
検

討
す
る
。
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一
般
国
道
5
3
号

岡
山
北
バ
イ
パ
ス

お
か

や
ま
き
た

※
基

準
年

：
H
2
9
年

＜
参
考
資
料
＞

・
地

域
か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
道

路
の
役

割
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
3
便

益
に
加

え
て
、
「
地

域
か
ら
期

待
さ
れ
る
道

路
の
役

割
」
等

を
整

理
。

▼
道

路
の

役
割

①
環

境
の

改
善

(
地

球
環

境
)
[
C
O
2
排

出
量

：
約

1
1
.
6
千

ト
ン

／
年

(
0
.
5
%
)
削

減
]

②
環
境

の
改

善
(
沿
道
環
境

)
[
N
O
x
排
出
量

：
約

2
6
.
1
㌧

/年
(
0
.
4
%
)
削

減
SP
M
排
出

量
：
約

1
.
7
㌧

/
年

（
0
.
5
%
)
削
減

]
③
観
光

振
興

の
支
援

④
産
業

振
興

の
支
援

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用

(
C
)

３
便
益

(
B
)

費
用
対
効
果

(
B
/
C
)

1
7
,2
00
～

54
,9
0
0台

／
日

4
8
7億

円
1
,
22
6億

円
4
,
31
8億

円
3
.
5

３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

項
目

全
体

事
業

費
用
（
C
）

1,
22

6

事
業
費

1,
15

2
維
持
管
理
費

74

便
益
額
（
B
）

4,
31

8

走
行
時
間
短
縮
便
益

4,
05

6

走
行
経
費
減
少
便
益

24
8

交
通
事
故
減
少
便
益

14

費
用
便
益
比

3.
5（
億

円
）

道
路

の
役

割

便
益
計
測
対
象
項

目
内

容

走
行
時
間
短
縮
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
計
測
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ

ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却

費
）
の
減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出

し
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に

伴
う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者

、
歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊

を
受
け
る
車
両
や
構
造
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減

少
す
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の
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